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１． 数学化について 

Freudenthal（1973）は，数学化について「数学化とは，経

験の蓄積を対象として，数学的方法により組織することであ

る。」（p.44）と定義している。本稿での数学化は，モデリ

ング・サイクルにおける数学化のプロセスのことを指す。モ

デリング・サイクルについては，場面モデルを組み入れたモ

デリング・サイクルを参照する（図1）。このモデリング・

サイクルには，「1構成」「2単純化／構造化」「3数学化」

「4 数学的作業」「5 解釈」「6 検証」「7 暴露」という 7

つの過程が示されている（松嵜，2018）。 

 

図1 モデリング・サイクル 

（Blum & Leiß, 2007, p.225） 

 

２． アレンジした「アイスクリーム問題」 

 筆者は，K社中学校第3学年の教科書において，5章「図

形と相似」4節「相似の利用」に掲載されている「アイスク

リームの相似の問題」を例として，現実の世界と照らし合

わせた際に生じる違和感を想定してアレンジをおこなっ

た。実際に販売されているアイスの容器を使用し，問題と

チラシを作成した。 

 

 図2 作成したチラシⅠ 

３． 研究方法・目的 

 本稿の目的は， 生徒らや学生らが現実モデルからどのよ

うな情報を抽出し，数学化をしているのか，中学生らが抽

出した現実モデルの情報と大学生らが抽出した現実モデル

の情報に違いがあるのか明らかにすることである。 

方法は，まず，アレンジした「アイスクリーム問題」を

題材とし，中学生対象の授業と大学生対象のワークショッ

プを実施する。次に，ワークシートの記述から，生徒らや

学生らが現実モデルであるチラシからどのような情報を抽

出し，どのようなモデルを作成しているのか明らかにする。

最後に，中学生らが抽出した現実モデルの情報と大学生ら

が抽出した現実モデルの情報を比較する。 

 

４． ワークシートの記述の比較結果 

 ワークシートの記述を比較した結果，中学生のワークシ

ートと大学生のワークシートの両方から確認することがで

きた記述と大学生のワークシートのみから確認することが

できた記述の2つを明らかにすることができた。 
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